
 

教材の理論的背景 

 
 

訪日タイ人観光客とのELFコミュニケーション 

 

2018年には3,100万人を超える外国人が日本を訪れました。この数を訪日外国人の主要な母

語で見てみると中国語話者が50%, 韓国語話者が25%, タイ語話者が3.7% (110万人超)とな

り、英語を母語としない人たちが8割以上を占めています。この割合を踏まえると、共に非

英語母語話者である日本人サービス提供者と訪日外国人との間の「共通語としての英語コミ

ュニケーション(English as a lingua franca :ELF)」の実情に注目せざるを得ません。特に訪日

タイ人の急増は最近の現象である上、タイ語は日本では馴染みの少ない言語です。タイ語の

影響を受けたタイ英語の観光現場での理解が問題になっている可能性は高いと考えられま

す。タイも日本と同様に、専ら米語が規範英語として学習されています。これは「非英語母

語話者は英語を母語、或いは公用語として使用する地域の英語を規範とするべきである」と

いう、WE(World Englishes)論を提唱した言語学者カチュルーの考察とも一致しています

(Kachru, 1985)。カチュルーは世界の諸地域での英語使用の拡がりを3重の同心円モデルで示

しました。しかし日本、タイを含む英語を外国語として使用している拡大円英語地域に根強

く残っている「ネイティブ英語偏重主義」は日本の観光現場におけるELFコミュニケーショ

ンにむしろ弊害をもたらしている可能性があります。日本人とタイ人とのELFコミュニケー

ションを例に取ってみると、実際にはそれぞれ母語の影響を強く受けた英語変種を使用して

いながら、互いの英語変種を訛った(誤った)ものとみなし、互いから等しく離れた米語のみ

を学習対象として尊重するという認識のズレが生じているのです。この認識のズレをコミュ

ニケーションの効率性という観点から解決する必要があると考え、「(米語を学ぶよりも)タ

イ英語を学ぶことの方がタイ人旅行者との英語コミュニケーションがスムーズになるのでは

ないか」という仮説のもと本教材は作成されました。 

 

理論的背景 

 

本教材は、相互理解の達成という目標の前にはどの英語変種も等価であり、その自立性を積

極的に認めようとする「国際語としての英語」(English as an International Language: EIL)の立

場を出発点にしています(Smith, 1983)。とはいえ、特定の拡大円英語変種、例えばタイ英語

を一般的な英語教育カリキュラム全てに含めることは適当ではありません。このように議論

が拡散していくのを防ぐため、もう一つの理念の柱として、本教材は「分野別英語教育」

(English for Specific Purposes、ESP)の視点を取り入れています。特定の職業上の目的や価値

観を共有する人たちで形成されている言語グループ(ディスコース・コミュニティ)を設定す

ることで、ESPとしての英語変種学習が可能になると考えられます(Dudley-Evans, 1998; 

Hutchinson and Walters, 1987)。本教材で着目する事例では、日本国内でタイ人にサービスを

提供する観光業従事者には、英語を共通語として顧客の意図を正しく理解するという明確な

目的が存在します。つまり、訪日旅行という限定された場における英語使用を対象とし、そ

こでの相互の理解を促進するための学習対象としてタイ英語をとらえることが可能になるわ

けです。  

 

このように、EILの観点を切り口として、WE論、ELF論、ESP論の交わる部分を学習対象と

して明確に領域化したものを私たちは”EIL-based ESP”と呼称しています。本教材開発の最も

顕著な特徴は、非英語母語話者の英語の特徴を学習する環境を提供することであり、これは



 

拡大円英語に学習対象としての「権威づけ」を行うことを意味します。拡大円英語へのこの

ような権威付けは、WE論における既存認識を覆すものであり、これは日本英語を使用して

いる私たち自身の英語認識への肯定的変化を促すものです(宮本・渡辺, 2017;2018)。本教材

のボリュームはささやかながら、”EIL-based ESP”の理論的枠組みを実践し提示する意義は大

きいと考えられます。将来的にはタイ英語以外の主要な英語変種も、この枠組みのもと特定

の学習ニーズを限定することで学習対象とみなされ、国内の観光現場のELFコミュニケーシ

ョンが大きく改善されることを期待しています。 
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